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われわれ整形外科医は日々の診

療において痛みを主訴とする患者

を診察し，手術適応になる疾患や

陽性の画像所見を見出そうと努力

する．しかし，主訴として非常に

多い「腰背部の痛み」に関しては，

むしろ陽性所見を見出すことがで

きずに変性所見をあえて陽性所見

として患者に説明してしまうこと

が多いのではないだろうか．そし

て，陽性所見がまったくない，あ

るいはあっても軽度な所見のた

め，変性疾患という診断のもとに

「年のせい」にされて納得できない

疼痛患者は「cure」を求めて行き

場(治療してくれる場所)を探すこ

とになってしまう．患者が病院あ

るいは診療所での診断と治療に不

満を抱いて代替医療に救いを求め

るだけでなく，同じ病院内でも適

切な診療科にめぐりあうことがで

きず苦慮している患者が現実とし

て多いのは残念なことである．整

形外科，神経内科，精神科，麻酔

科(ペインクリニック)など各診療

科で治療方針や目的がばらばらに

対応してしまえば，患者は疎外感

を感じ治療効果を実感できないこ

とになる．

痛みには心理・社会的因子が深

く関与しているため，著者らは「腰

背部の痛み」を「local pain」とし

てではなく，「生物・心理・社会的

疼痛症候群」という「total pain」

として多面的に捉えて診療にあた

ることの重要性を強調している．

そして，痛みを「cure」だけでな

く「care」することに努力し，痛

みによる機能障害を最小にするよ

うな専門的支援を行うよう勧めて

いる．そのためには，他の診療科

の治療内容を理解し患者の疼痛緩

和と機能障害の克服という治療目

標を共有しながら連携し，うまく

機能した集学的アプローチで対応

することで，患者に安心感が生ま

れ前向きになることがよい治療結

果につながると著者らは指摘して

いる．特に，多くの整形外科医が

知りたい東洋医学的アプローチや

精神医学的アプローチなど，疼痛

に対する集学的アプローチの理論

や実践に関して各専門家が詳細に

記載している点は，痛みを主訴と

する患者を診療し治療するうえで

非常に参考になり一読に値する．

この本は手術に関しては，その

勧める時期や症状・所見の項にと

どめ，運動器の痛みに対するプラ

イマリケアの実践に役立つ内容を

中心に記載されたものである．あ

えて私自身の希望を言えば，もっ

と多くのペインクリニックや精神

医学の専門家の記載にページを割

いてもらいたかった印象ではある

が，一般整形外科医だけでなく，

「腰背部の痛み」を診察する機会の

多い初期研修医やプライマリケア

医に勧められる本である．
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